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参考資料１ 



宮城県における人的配置による防災・安全体制構築 

防災主任 安全担当主幹教諭 

配置 県立公立学校654校667人 
（内 安全担当主幹教諭兼務52人） 

地域の拠点となる小・中学校 
県内全市町村80名（仙台市含む） 

 
 
 
 
 
 
役割 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【防災担当主幹教諭の役割】（従前の役割） 
○域内の小・中学校等の防災主任への支援 
○学校と地域が連携して防災教育を推進してい 
  く体制の整備 
○防災教育に関する相談，情報提供 
○小・中学校等の教員に対する研修への協力 
○合同防災訓練等の実施に向けた，地域内の 
  学校と自治体防災担当部局との連絡調整 等 

※これを学校安全の３領域【災害安全，
交通安全，生活安全（防犯含む）】に拡大 

【いじめ・不登校対策・心のケアに係る地
域連携に関する業務】 

※平成24年度より防災主任，防災担当主幹教諭（平成28年度より安全担当主幹教諭）を配置 

【 校 内 】 【 校 外 】 

・防災教育指導計画 
  策定 
・防災訓練の実施 
・学校防災体制の整    
  備 
・校内研修企画実施 
・防災マニュアル策定  
  や見直し   
                                  等 

学校での防災教育の推進，防災体制の強化
の中心的な役割と自校の地域連携推進の
コーディネーター役として 

・防災部局との連絡 
  調整 
・地域自治会等との 
  連携 
・地域合同防災訓練 
  実施 
・近隣学校間との連 
  携  
           等 

※平常時だけでなく，災害発生時の対応や
復旧時においても中心的な役割を担う。 
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防災担当主幹教諭 
H28～安全担当に拡充 

防災主任・安全担当 
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防災主任・安全
担当主幹教諭を
中心とした 
地域連携の 
イメージ 



大崎市立岩出山小学校における 
地域と連携した取組事例 

○大崎市について 
 平成18年3月、1市6町が合併し、「大崎市」と 
 なる。 
 ・人口：133,366人（平成28年8月1日現在） 

   ・世帯数：50,536世帯 
 
○岩出山小学校のある旧岩出山町について 
 ・人口：11,368人（平成28年8月1日現在） 

 ・世帯数：4,247世帯 
 ・学校数：小学校5校，中学校1校 
 ・中学校へは４小学校区からスクールバスで  
  通学。 
 ・岩出山小学校は，旧岩出山町の中心校。 
  安全担当主幹教諭を配置。   
  平成28年度「防災教育を中心とした 
  実践的安全教育総合支援事業」に 
  おける実践校。 

太平洋 

福島県 

岩手県 
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学校・地域防災（安全）
委員会の組織 

関係防災担当部局 
○岩出山総合支所 
  地域振興課総務防災担当 

ＰＴＡ 
○岩出山小学校父母教師会  

ボランティア 
○市社会福祉協議会 

自主防災  
○婦人防火クラブ  
  岩出山支部 
○岩出山地区自主 
     防災連絡協議会  
○大学町行政区 

設置者 
○市教育委員会 
   学校教育課 

防犯（見守り）関係 
○防犯協会岩出山支部  
○スクールガード・リーダー 

警察 
○岩出山交番 

消防関係 
○消防署岩出山分署 
○消防団岩出山支団 

社会教育 
○岩出山地区公民館 

アドバイザー 
○大学教授 

町内学校関係 
○岩出山高等学校  
○岩出山中学校   
○いわでやま幼稚園  
○放課後児童クラブ 
○西大崎小学校  
○上野目小学校  
○池月小学校  
○真山小学校   

岩出山小学校 
○校長，職員等  
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学校・地域防災（安全）委員会における協議内容 
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○年３回開催 
○主な協議の内容 
 ・災害・事故発生時における各機関の方々の対応 
 ・自然災害をはじめとする地域の危険箇所の確認 
 ・各小学校区等における課題の共有 
 ・各学校の地域に根差した防災教育や安全教育へ 
  の助言 
 ・防災訓練（合同引き渡し訓練）等の取組支援 
 ・訓練実施後の課題の共有 等 
 

←平成27年関東・東北豪雨被害を踏ま 
  えた危険箇所の確認 

↑大人が地域を知る切り口として資料 
岩出山「歴史編」と「現代編」を作成 



学校・地域防災（安全）委員会の取組【平成２８年６月開催】 

○防犯対策を協議 
・岩出山小学校での不審者対応訓練（不審者を取り 
 押さえるのではなく，警察が来るまで，いかに子供 
 たちのそばに不審者を近付けないようにするかを 
 考える訓練として） 
・各学校の防犯対策や訓練も共有 
・地域と連携した対策 等 

 参加した各学校担当者（防災主任）は，この委員会で話し合われたことをもと
に，各学校での地域と連携した安全に向けた取組につなげている。 
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○中学校区合同引き渡し訓練の実施に向けた協議 
・避難訓練の方法を全体で確認 
・各学校からの課題等を共有 
・防犯協会からの保護者の車誘導を依頼 
・実際の災害発生時を想定したそれぞれの立場での 
 協力体制等が意見交換された。 



防犯協会も協力 
 
 
 
 
 
 
 
 

地方紙 

「大崎タイムス」 
       が掲載 

   （平成２８年７月２日付け） 

8 



   み や ぎ 学 校 安 全 推 進 体 制 図 （ 案 ） 
 

           【 防 災 】                  【交通・生活安全】 
 

 

      

 

              

               

 

 

 

               

                

               

 

 

              

 

 

  

 

 

                 

ｽﾃｰｼﾞ４ 

ｽﾃｰｼﾞ３ 

ｽﾃｰｼﾞ２ 

 

各学校 

 

市町村 

（支所）毎 

 

圏域 

(各教育事務所) 

 

等 

県教育委員会 

 

市町村 

教育委員会 

防災教育推進 

ネットワーク会議 

地方振興事務所 

防災担当部局 

市町村防災 

担当部局 

自治会 消防署 

防災担当部局 

安全関係各課 

防災指導員 

協力 実施 

実施 

防災教育推進 

ネットワーク会議 

地域と学校防災について話し合える場（地域学校安全委員会等の設置） 

消防団 民生委員 

行政区長 

警  察 

消防本部 

PTA 

学校安全ボランティア（ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ） 

方向性を確認 

内容を確認 

例）通学路等安全対策会議 

安全・安心まちづくり

関連会議 等 

防災教育会議 

例）防災主任者会等 
 

警察署毎 

学警連 

県 

学警連 

防犯協会 交通指導隊 等 

協力 

協力 

県 
実施 協力 

報告 

ｽﾃｰｼﾞ１ 
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今後，宮城が進める地域と連携した学校安全推進体制 



今後の安全教育の取組について 

１ 背景・経緯 

東日本大震災の発生（平成２３年３月） 

震災発生後５年間の本県の取組（●）、全国的な動き（○） 
● 防災担当主幹教諭の配置・防災主任の任命（平成２４年４月） 

○ 「学校安全の推進に関する計画」の閣議決定（平成２４年４月） 

● 「みやぎ学校安全基本指針」の策定（平成２４年１０月） 

● 「みやぎ防災教育ネットワーク会議」の設置（平成２５年７月） 

○ 大川小学校事故検証委員会が「２４の提言」を提唱（平成２６年２月） 

● 防災副読本「未来への絆」の作成（平成２６年３月～平成２８年３月） 

【幼稚園・保育園、小学校（低・中・高）、中学校、高等学校】 

○ 国連防災世界会議が仙台市で開催される（平成２７年３月） 

 

２ 現在の状況 
 

○ 各学校の学校防災マニュアルの自校化は１００％になっている。 

○ 地域と学校が緊密に連携した防災教育の実践が求められている。 

○ 防災副読本を活用した防災教育の展開が可能になっている。 

○ 「みやぎ防災教育ネットワーク会議」及び「圏域ごとのネットワーク会議」 

が定期的に開催され、県・圏域・市町村レベルでの連携が図られている。 

○ 「防災担当主幹教諭」を「安全担当主幹教諭」に変更（平成２８年４月） 

 

 

３ 今後の取組の方向性（案） 
 

○ これまでの「防災教育」の取組の成果を生かし、総合的かつ効果的な「学校安全」 

の推進につなげたい。 

○ 「志教育」と「防災教育」が連動し、本県の復興に向けた強い心と高い志をもつ児童・ 

生徒を育成したい。 

 

４ 具体の取組（例） 
 

○ 副読本を活用した防災教育の展開    ○ 国連防災世界会議｢仙台宣言｣の具現化 

○ 防災・防犯・交通安全による地域連携  ○ 「心のケア」の継続的な取組 

○ 「みやぎ学校安全基本指針」に基づく「学校安全に係る推進計画」の策定 

○ 2020東京オリンピック・パラリンピックにおける本県の復興推進のアピール 
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